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第
35
回
モ
リ
シ
ア
杯
習
志
野

市
小
学
校
区
対
抗
少
年
野
球
大

会
が
10
月
25
日
と
31
日
、
第
一

カ
ッ
タ
ー
球
場
ほ
か
で
開
か
れ

た
。

　
大
会
は
モ
リ
シ
ア
杯
少
年
野

球
実
行
委
員
会
が
主
催
し
、
開

催
・
運
営
に
当
た
っ
て
は
感
染

症
予
防
に
配
慮
し
た
十
分
な
対

策
が
取
ら
れ
た
。
開
会
式
に
は

13
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
宮
本
市

長
ほ
か
来
賓
が
出
席
し
て
催
さ

れ
た
。

　
選
手
を
代
表
し
て
、
向
山
・

谷
津
南
小
学
校
区
の
織
戸
亮

輔
主
将
が
「
新
型
コ
ロ
ナ
と
い

う
見
え
な
い
敵
と
の
戦
い
か
ら

始
ま
り
、
野
球
が
で
き
な
い
と

い
う
つ
ら
い
日
々
を
た
く
さ
ん

続
け
た
中
で
、
き
ょ
う
と
い
う

日
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
ぼ

く
た
ち
に
と
っ
て
と
て
も
大
き

な
励
み
に
な
り
ま
し
た
。
大
会

の
開
催
に
尽
力
し
て
下
さ
っ
た

方
々
、
い
ま
ま
で
応
援
し
、
支

え
て
下
さ
っ
た
方
々
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
胸
に
最
後
の
一
球

ま
で
全
身
全
霊
で
戦
う
こ
と
を

誓
い
ま
す
」
と
力
強
く
宣
誓
し

た
。

　
大
会
は
両
日
と
も
好
天
に
恵

ま
れ
た
。
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
た
結
果
、
東
習
志
野
小
学
校

区
が
平
成
４
年
の
第
７
回
大
会

以
来
と
な
る
３
回
目
の
優
勝
を

飾
っ
た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
通
り
。

　

▽
１
回
戦

　

▽
バ
ッ
テ
リ
ー
＝
寺
田
、
菊

田
―
中
村
啓
（
谷
津
）
長
澤
、

礒
谷
、
長
澤
―
久
保
田
（
東
習

志
野
）

　

▽
二
塁
打
＝
田
内
（
谷
津
）

　
【
後
記
】

　

決
勝
戦
は
、
順
当
に
勝
ち
上

が
っ
て
き
た
谷
津
小
学
校
区

と
、
準
決
勝
戦
で
は
実
花
小
学

校
区
に
サ
ド
ン
デ
ス
の
末
、
僅

差
で
粘
り
勝
っ
た
東
習
志
野
小

学
校
区
と
の
対
戦
と
な
っ
た
。

　

谷
津
は
１
回
表
、
死
球
、
盗

塁
の
３
番
中
村
啓
が
４
番
磯

村
の
右
翼
線
適
時
打
で
か
え
り

先
制
。
２
回
表
に
は
、
一
死
か

ら
７
番
石
川
が
内
野
安
打
と
盗

塁
。
８
番
清
田
の
内
野
ゴ
ロ
で

石
川
は
三
塁
刺
殺
だ
が
、
清
田

は
連
続
盗
塁
。
９
番
中
村
航
の

内
野
ゴ
ロ
は
エ
ラ
ー
で
、
清
田

が
か
え
り
、中
村
航
は
三
塁
へ
。

１
番
田
内
の
内
野
飛
も
エ
ラ
ー

を
生
み
、
中
村
航
が
か
え
り
、

２
番
寺
田
の
中
前
安
打
で
田
内

も
か
え
り
こ
の
回
３
点
と
４
点

リ
ー
ド
す
る
。

　

東
習
志
野
は
谷
津
・
中
堅
手

の
田
内
の
好
捕
も
あ
り
２
回
ま

で
無
得
点
。
反
撃
は
３
回
裏
。

７
番
長
澤
が
中
前
安
打
、
８
番

高
橋
は
四
球
。
９
番
藤
野
の
内

野
安
打
で
無
死
満
塁
と
し
、
１

番
國
吉
の
打
席
で
四
球
押
出

し
。
２
番
石
井
の
内
外
野
間
の

飛
球
は
安
打
と
な
り
、
高
橋
と

藤
野
が
か
え
り
１
点
差
と
す

る
。
さ
ら
に
４
番
久
保
田
の
内

野
ゴ
ロ
で
國
吉
が
か
え
り
同
点

と
す
る
と
、
５
番
南
舘
の
二
遊

間
を
抜
け
る
中
前
適
時
打
で
逆

転
に
成
功
。
５
回
裏
に
は
死
球

の
久
保
田
が
内
野
ゴ
ロ
で
進
塁

し
、
６
番
本
河
の
左
翼
線
安
打

で
か
え
り
追
加
点
を
挙
げ
、
２

点
差
と
す
る
。

　
５
回
、
６
回
と
安
打
は
出
る

が
、
打
線
が
続
か
な
い
谷
津
は

７
回
表
、
一
死
か
ら
田
内
が
左

中
間
二
塁
打
。
続
く
寺
田
は
鮮

や
か
に
中
前
安
打
を
放
ち
、
田

内
は
本
塁
を
目
指
す
が
、
返
球

良
く
、
東
習
志
野
の
捕
手
・
久

保
田
の
前
に
憤
死
。
粘
る
谷
津

は
二
死
な
が
ら
走
者
二
、三
塁

と
す
る
が
万
事
休
し
た
。

　
東
習
志
野
小
学
校
区
の
南
舘

真
キ
ャ
プ
テ
ン
は
「
今
年
は

準
決
勝
敗
退
が
続
い
て
い
ま
し

た
。
こ
の
最
後
の
大
会
は
何
と

し
て
も
決
勝
戦
に
進
み
、
優
勝

す
る
と
い
う
チ
ー
ム
全
員
の
思

い
が
、
最
高
の
結
果
に
つ
な

が
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
監

督
、
コ
ー
チ
、
チ
ー
ム
の
仲
間
、

支
え
て
く
れ
た
人
に
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
」
と
話

し
た
。

　
第
25
回
大
会
（
平
成
22
年
）

以
降
の
優
勝
校
区
ほ
か
は
次
の

通
り
。

25
回（
22
年
）①
実
花
②
実
籾

③
東
習
志
野
③
谷
津
南

26
回（
23
年
）①
大
久
保
②
鷺

沼
③
屋
敷
③
藤
崎

27
回（
24
年
）①
大
久
保
②
鷺

沼
③
藤
崎
③
実
籾

28
回（
25
年
）①
実
花
②
鷺
沼

③
谷
津
③
大
久
保
東

29
回（
26
年
）①
大
久
保
②
鷺

沼
③
藤
崎
③
屋
敷

30
回（
27
年
）①
大
久
保
②
津

田
沼
③
鷺
沼
③
谷
津

31
回（
28
年
）①
藤
崎
②
谷
津

③
東
習
志
野
③
向
山

32
回（
29
年
）①
谷
津
②
鷺
沼

③
実
籾
③
藤
崎

33
回（
30
年
）①
実
花
②
東
習

志
野
③
藤
崎
③
向
山
・
谷
津
南

34
回（
令
和
元
年
）①
屋
敷
②

鷺
沼
③
実
花
③
津
田
沼

モ
リ
シ
ア
杯
・
栄
光
の
軌
跡

　
▽
決
勝
戦

谷
津
小
学
校
区

東
習
志
野
小
学
校
区

１ 

３ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０

０ 

０ 

５ 

０ 

１ 

０ 

×

４６

東
習
小

鷺
沼
小

７
―
２

藤
崎
小

実
籾
小

５
―
４

東
習
小

屋
敷
小

９
―
２

東
習
小

実
花
小

６
―
５

谷
津
小

藤
崎
小

14
―
０

谷
津
小

津
田
沼
小

８
―
３

谷
津
小

袖
東
・
西
小

12
―
２

実
花
小

大
東
小

20
―
３

実
花
小

大
久
保
小

５
―
４

屋
敷
小

向
山
・
谷
津
南
小

11
―
１

大
久
保
小

秋
津
・
香
澄
小

13
―
３

　

▽
２
回
戦

　

▽
準
決
勝
戦

　

大
会
に
協
賛
し
た
モ
リ
シ
ア
津
田
沼
で
は
「
第
35
回
モ
リ

シ
ア
杯
習
志
野
市
小
学
校
区
対
抗
少
年
野
球
大
会
」
の
様
子

を
試
合
ご
と
に
記
録
し
た
「
モ
リ
シ
ア
杯
少
年
野
球
写
真
展
」

を
12
月
20
日
ま
で
開
催
し
て
い
る
。

　

１
階
モ
ン
サ
ッ
ク
（
Ｍ
Ｏ
Ｎ 

Ｓ
Ａ
Ｃ
）
前
で
は
、
大
会

に
臨
み
、
懸
命
に
プ
レ
ー
し
た
球
児
た
ち
の
熱
戦
の
模
様
が

７
０
０
枚
以
上
の
写
真
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

2020年（令和2年）12月5日第930号

東
習
志
野
小
学
校
区
が
優
勝

東
習
志
野
小
学
校
区
が
優
勝

モ
リ
シ
ア
杯
小
学
校
区
対
抗
少
年
野
球

モ
リ
シ
ア
津
田
沼
で
写
真
展

12
月
20
日
ま
で 

熱
戦
の
模
様
紹
介

優勝の東習志野小学校区

準優勝の谷津小学校区

闘志あふれるプレー（７回表）

第
３
位
の
実
花
小
学
校
区

第
３
位
の
藤
崎
小
学
校
区


